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市
川
浩 

凡
そ
今
の
世
、
公
務
員
、
教
員
、
將
た
又
會
社
員
等
の
社
會
人
は
一
般
に
早
朝
よ
り
夕
刻
遲
く
ま
で
職
場

を 

離
る
ゝ
事
少
け
れ
ば
、
こ
の
間
の
電
視
畫
面
に
接
す
る
事
亦
殆
ど
少
か
り
け
り
。
然
る
に
昨
年
新
型

コ
ロ
ナ 

ウ
イ
ル
ス
對
策
と
て
、
職
場
と
自
宅
を
電
腦
を
以
て
繋
ぐ
新
た
な
る
勤
務
形
式
「
遠
勤
」
廣
範

圍
に
發
現
す
。 

テ
レ
ワ
ー
ク 
家
庭
に
て
電
網
作
業
一
通
り
終
ふ
れ
ば
、
晝
の
自
由
時
間
、
電
視
バ
ラ
エ

テ
ィ
番
組
を
娯
し
む
も
亦
一
興
な 
る
べ
し
。 

但
し
此
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
語
元
來
は
歌
舞
音
曲
を
扱
き
混

ぜ
て
觀
客
を
愉
し
ま
す
を
宗
と
し
、
特
に
大
臣
、 

大
金
持
等
を
洒
落
の
め
す
に
心
を
碎
く
も
の
な
り
。

曾
て
ソ
聯
邦
隆
盛
の
頃
、 

イ
ワ
ン
の
奴
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
馬
鹿
な
り
と
言
う
て
逮
捕
せ
ら
る
と
。 

洵
に

最
近
の
言
論
統
制
は
強
し
。 

き
つ 

そ
れ
が
何
故
か
逮
捕
容
疑
は
國
家
機
密
の
漏
洩
と
ぞ
。 

な
ど
中
々

や
り
を
り
と
感
じ
た
る
を
思
ひ
出
せ
り
。 

電
視
番
組
と
し
て
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
も
昭
和
六
十
年
代
の
草
創

期
、
呆
け
と
突
つ
込
み
の
漫
才
形
式
主
體
よ
り 

次
第
に
脱
皮
し
、
此
の
頃
は
主
題
の
專
門
家
等
を
も
招

き
て
迫
眞
性
を
誇
示
せ
む
と
す
る
傾
向
強
し
。
最
近 

の
實
例
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
對
策
と

し
て
發
出
二
度
の
緊
急
事
態
宣
言
を
想
起
す
る
に
、
結
果 

的
に
は
孰
れ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
も
其
の
直
前
に

は
電
視
媒
體
を
擧
げ
て
早
期
發
出
を
求
め
た
る
末
、
發
出
に
至 

り
た
る
印
象
あ
り
。
然
れ
ば
直
後
の
輿

論
調
査
に
て
は
、
最
初
の
發
出
に
は
％
が
遲
き
に
失
し
た
り
と
し
、7

0 

次
の
發
出
に
は
内
閣
支
持
率
％

臺
へ
の
急
低
下
を
示
せ
り
。30

 

こ
の
結
果
を
如
何
に
觀
ず
る
か
、
一
に
曰
く
、
世
の
知
識
人
兔
角
バ
ラ

エ
テ
ィ
の
畫
一
性
批
判
を
言
ふ
も
、 

電
視
に
は
視
聽
率
な
る
絶
對
的
判
斷
材
料
あ
り
。
こ
の
數
字
の
示

す
所
に
こ
そ
庶
民
の
僞
は
ら
ざ
る
感
情
の 

表
は
る
ゝ
も
の
な
れ
と
。
又
二
に
曰
く
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
は
本

來
支
配
者
へ
の
抗
議
を
庶
民
に
判
り
易
く
傳
ふ 

る
を
以
て
使
命
と
す
と
て
、
其
の
表
現
に
過
激
な
る
あ

り
と
雖
も
、
此
も
演
出
上
の
工
夫
と
觀
ず
れ
ば
、
別 

に
問
題
も
無
か
ら
む
と
す
。
洵
に
正
論
と
思
し
き

も
、
遠
勤
に
て
此
ら
を
初
め
て
視
聽
す
る
一
般
勤
勞
社
會 

人
は
具
體
的
詳
細
數
値
の
不
明
、
バ
ラ
エ
テ

ィ
司
會
者
に
對
す
る
反
論
の
缺
如
な
ど
、
所
謂
本
格
討
論
に
は 

非
ざ
る
を
踏
ふ
べ
し
。 

其
の
意
味
に
て

一
例
を
擧
ぐ
る
に
、G

o
to

Travel 

あ
り
。
其
の
功
罪
に
就
き
論
議
白
熱
す
る
も
、
結
局
態
々 

エ
ビ
デ
ン
ス

不
十
分
と
て
尻
切
る
。
然
れ
ど
國
が
旅
行
費
用
を
援
助
す
る
以
上
、
少
く
と
も
利
用
者
の
性
別
、 

證
據 

年
齡
、
住
所
、
旅
行
集
團
の
規
模
や
行
先
等
、
基
本
情
報
の
把
握
は
當
然
な
れ
ば
、
後
日
新
型
コ
ロ
ナ
發

症 

者
の
追
跡
は
極
め
て
正
確
に
行
は
る
べ
し
。
然
る
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
はG

o
to

Travel 

中
止
一
點
張
り
に

て
、
今 

日
で
は
移
動
そ
の
も
の
が
感
染
機
會
を
増
幅
す
と
強
調
せ
ら
る
。
果
し
て
然
る
か
。
利
用
者
は

旅
行
に
よ
る 

感
染
防
止
に
特
別
の
配
慮
、
少
く
と
も
通
常
旅
行
よ
り
「
氣
を
遣
ひ
」
た
る
に
非
ず
や
。

此
の
氣
遣
ひ
感
染 

に
對
す
る
有
意
の
效
果
あ
り
と
せ
ば
、
我
々
は
大
い
な
る
知
見
を
共
有
す
る
事
と
な

ら
ま
し
。 

我
國
の
感
染
低
水
準
は
世
界
的
に
も
評
價
せ
ら
る
ゝ
に
、
發
熱
等
發
症
の
訴
へ
に
對
し
、
然

る
べ
き
病
牀
へ 

の
誘
導
に
手
間
取
る
間
、
症
状
惡
化
し
、
最
惡
不
治
と
な
り
つ
る
例
等
、
戰
後
の
復
興

七
十
年
の
間
、
幸
ひ 

に
大
い
な
る
災
厄
を
免
れ
、
兔
角
國
家
有
事
へ
の
備
へ
不
十
分
に
打
過
ぎ
た
る
に



非
ず
や
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
は 

大
い
に
樂
し
む
べ
し
。
他
方
國
家
戰
略
は
國
民
擧
げ
て
の
工
夫
、
檢
討
を
要

す
。 

（
令
和
三
年
二
月
二
十
三
日
受
附
） 

 


